October 26, 2010 医療講座読書会「代替医療のトリック」
Haruka McMahon
marube Oh: では、時間となりました。

marube Oh: 今日は、Haruka MacMahonさんにより「代替医療のトリック」の読書会です。

marube Oh: RB Lemon医師の変わりに私が司会をしますので、よろしくお願いします。

marube Oh: では、Harukaさん、よろしいでしょうか？

Haruka McMahon: はい

Haruka McMahon: それでは、「代替医療のトリック」読書会を始めたいと思います

Haruka McMahon: （Yanさんこんばんはー）

Yan Lauria: (

Rouki Furse: (こんばんわー)

Yan Lauria: （ばんは＾＾）

Haruka McMahon: （いらっしゃいー

Naoyuki Mertel: （こんばんはー＾＾）

Almond Andel: こんばんは

Haruka McMahon: えーと、まずはこの本について軽くご説明を

Haruka McMahon: スライド次お願いします

Haruka McMahon: あれ

Amari Blackburn: こんばんは

Almond Andel: どき

Haruka McMahon: こんばんはー

marube Oh: スライド違います？

Haruka McMahon: えーと、ちょっと待ってくださいね＾＾；

Rouki Furse: ハルカさんのあられもない姿のスライドが・・・?

marube Oh: http://d.hatena.ne.jp/regicat/20101022

marube Oh: ここでもスライドがみれますよね。

Haruka McMahon: あ、はい

Haruka McMahon: ちょっとアップロードの時に順番が狂ってしまったようで

marube Oh: ここからですね。

Haruka McMahon: あ、それです

Almond Andel: すみません、。

Almond Andel: プロジェクタが新しいシステムになって

Almond Andel: 操作がままなりませんが

Haruka McMahon: お手数ですが、Webのほうのスライドも適宜参照してください＾＾；

Almond Andel: よろしくお願いします

Almond Andel: （はらはら）

Haruka McMahon: ではあらためまして、この本について。

marube Oh: では、ウェブのスライドの２枚目から。

Haruka McMahon: 著者の一人はサイモン・シン

Almond Andel: 画面でも、大丈夫です

Haruka McMahon: 科学ジャーナリストで、科学や数学の分野の発展の歴史などを

Haruka McMahon: 解りやすく、面白く書くことに定評のある作家でもあります

Haruka McMahon: そしてもう一人がエツァート・エルンスト

Haruka McMahon: 世界初の代替医療の大学教授です

Haruka McMahon: この二人の共著ということで

Haruka McMahon: 必ずしも代替医療を一方的に批判する本ではない、ということは

Haruka McMahon: おわかりいただけるかと思います

Yan Lauria: （ほー）

Haruka McMahon: 内容は此処に並んでいる通り

Haruka McMahon: 1章で導入的なことをのべ

Haruka McMahon: ２～５章で各代替医療についてその真偽を問い

Haruka McMahon: 6章で総論的にまとめる という構成になっているんですが

Yan Lauria: （鍼とカイロは家族ともどもお世話になってるな）

Haruka McMahon: おお

Haruka McMahon: ただ、今回はちょっと時間がないので

Haruka McMahon: 各論の部分は触れません

Haruka McMahon: 3枚目のスライドをお願いします

Haruka McMahon: 1章の導入部分を含め

Haruka McMahon: この本で追及している「科学的根拠に基づいた検証」

Haruka McMahon: これにのっとって代替医療はどうかということを考えていくんですが

Haruka McMahon: この「科学的根拠」とはどういうことかを

Haruka McMahon: 最初にお話しします

Haruka McMahon: 続いて、代替医療の安全性について

Haruka McMahon: 本当に安全なのか、どういう問題が考えられているのか、ということについて

Haruka McMahon: お話します

Haruka McMahon: そして最後に

Haruka McMahon: なぜ人は普通の医療じゃなくて代替医療にかかりたがるのか

Haruka McMahon: ということを考えていきたいと思います

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: まず、科学的根拠に基づく検証とは何か

Haruka McMahon: この本では、壊血病の治療法を

Haruka McMahon: 臨床試験によって見つけ出したエピソードが書かれています

Haruka McMahon: 壊血病というのはビタミンCの欠乏により

Haruka McMahon: 体にさまざまな障害がでる病気をさし

Haruka McMahon: ヨーロッパの大航海時代、航海が長く続いて

Haruka McMahon: 新鮮な野菜や果物が取れない水夫の間に流行しました

Haruka McMahon: そこで、ジェイムズ・リンドというイギリスの海軍医師が

Haruka McMahon: 航海中、水夫に与える食事を全員同じにし

Haruka McMahon: 彼らをグループにわけて、グループごとに柑橘類、酢、海水、アルコールなど

Haruka McMahon: さまざまなものを投与する治療を実際に行ってみたところ

Haruka McMahon: 柑橘類を与えたグループにめざましい治癒効果がみられたという

Haruka McMahon: エピソードを紹介しています

Haruka McMahon: ここで重要なのが、食事の統一

Haruka McMahon: 食事を統一させたことで、投与するものの効果だけを検証することができたんです

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: 同じく上げられているのが瀉血の治癒効果の臨床検査

Haruka McMahon: しゃけつ、と読みまして

Haruka McMahon: 体を切って悪い血を流してしまえば病気は良くなると

Haruka McMahon: 当時信じられていた治療法です

Haruka McMahon: これもやはり同じようにグループ分けして

Haruka McMahon: 瀉血治療を行うグループ、行わないグループ、とわけて

Haruka McMahon: 比較したところ、行わないほうが死亡に至る患者の数が圧倒的に少なかった

Yan Lauria: （おお！９

Haruka McMahon: まあ今日みれば当然っちゃ当然なんですが

Haruka McMahon: 当時は瀉血が最大の治療法と信じられてたので

Haruka McMahon: 衝撃的な結果でした

Haruka McMahon: ここで重要なのが

Haruka McMahon: グループ分けの時に患者をランダムにグループに割り振ったこと

Haruka McMahon: これにより、瀉血するグループにばっかり重症の患者が行く、とか

Haruka McMahon: 偏った結果になりそうな要因を減らし

Haruka McMahon: グループ毎の条件を平均化することができます

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: つまり、正確な臨床試験のためには

Haruka McMahon: 食事、衛生条件、年齢など

Haruka McMahon: 検査の対象となる項目以外の条件は

Haruka McMahon: なるべく差異をなくさなければならない、ということが言えます

Haruka McMahon: ここまでで何かご質問ありますでしょうか？

Haruka McMahon: よろしいでしょうか

Almond Andel: 大丈夫です

Haruka McMahon: えっと、じゃあ続きいきます

panda Kidd: はい

Almond Andel: はい

Haruka McMahon: 正確な臨床試験の妨げとなる要因として

Haruka McMahon: 他に、プラセボ効果、バイアス ということが上げられます

Haruka McMahon: プラセボ効果 というのは聞いたことある人も多いと思いますが

Haruka McMahon: 要は「病は気から」

Haruka McMahon: 「効くと思えばほんとうに効く」

Haruka McMahon: ということですｗ

Haruka McMahon: バイアス、というのは結果の偏りです

Haruka McMahon: ここで２つあげました

Haruka McMahon: 認知バイアス というのは

Haruka McMahon: 試験結果を偏って認知してしまうこと

Haruka McMahon: たとえば鍼の臨床試験で鍼は効くと思っている人が

Haruka McMahon: 試験結果を、無意識のうちに「鍼の効果が出た」として受け取ってしまうようなケースを指します

Haruka McMahon: 一方、発表バイアスは

Haruka McMahon: やはり「鍼は効く」と思っている試験者が

Haruka McMahon: 効果のでた試験結果を多く発表し

Haruka McMahon: 効果のなかった結果は「試験の失敗かもしれない」などと考え

Haruka McMahon: 発表を控えてしまうようなケースです

MPL HUD-All Ver.2.9(HUD): 水色部分をtouchで説明ノートがもらえます

Haruka McMahon: これはどちらも意図的にそうしているのではなく

Haruka McMahon: 公平にしようと思っても、無意識にそうした心理の影響を受けてしまうということで

Haruka McMahon: なかなか取り除くのが難しいのです

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: そこで考えられたのが

Haruka McMahon: 二重盲検法 という試験方法です

Haruka McMahon: 臨床試験の時に、実際に治療を行うグループと

Haruka McMahon: 治療を行わないグループにわけて結果を比較するわけですが

Haruka McMahon: まず「治療を受けたから効いた」というプラセボを排除するため

Haruka McMahon: 実際の治療と同じように見えて、実際には効果のない治療

Haruka McMahon: 「偽の治療」を、治療しないグループには施します

Haruka McMahon: そして患者側にはどちらが本当でどちらが偽か

Haruka McMahon: わからないようにします

Alfred Kelberry: konnachiwa :)

t: Alfred Kelberry: konnachiwa ^ ^

Haruka McMahon: さらに、医者の側も自分の治療が真か偽かわかっていると

Haruka McMahon: 認知バイアスや患者への心理的影響がでてしまうことがあるので

Haruka McMahon: 医者の側にもわからないようにします

Alfred Kelberry: oh, a medical lecture today? sorry...

t: Alfred Kelberry: オハイオ州、医療講演、今日？申し訳ありません...

Yan Lauria: (Konnitiwa > Alfred!)

Haruka McMahon: 患者と医者の二重に目隠しされた

Haruka McMahon: 試験という意味です

Almond Andel: (yes, alfred. please do not distub the speaker)

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: (hi,alfred

Haruka McMahon: さらに、ある程度昔の臨床試験は

Haruka McMahon: 今言ったような意味で厳密な試験となっていないケースが多いので

Haruka McMahon: あらためてその質を再検討する系統的レビューや

Haruka McMahon: 此処の試験結果を総合し、包括的な結論を出す

Haruka McMahon: メタアナリシス などが実施され

Haruka McMahon: 多くの見直しが行われています

Haruka McMahon: たとえば鍼について、WHOは1997年と2003年に

Haruka McMahon: 鍼には一定の治療効果がある、とするレポートを発表していますが

Haruka McMahon: これについても、質の悪い試験が多く含まれていた、ということが言われています

Haruka McMahon: 次、お願いします

Haruka McMahon: えっと、ここまでいいでしょうか

Naoyuki Mertel: はい。大丈夫です。

marube Oh: はい。わかりやすいです。

Haruka McMahon: では次に、安全性の問題について

Haruka McMahon: 代替医療はよく、安全であるということが言われますが

Haruka McMahon: 実際には、鍼による感染や毒のあるハーブなど

Haruka McMahon: 必ずしも安全とは言えません

Haruka McMahon: さらに重要なのは、これらの安全性について

Haruka McMahon: 通常医療のように規制されていないので

Haruka McMahon: 危険性が見逃される可能性が

Haruka McMahon: 通常医療よりも多いと言えるのです

Haruka McMahon: また、代替医療では

Haruka McMahon: 注射を打ってはいけないとか

Haruka McMahon: 病院で渡される薬を飲んではいけないとか

Haruka McMahon: 通常医療に否定的なことをいうものも多いのですが

Haruka McMahon: これにより必要な治療をうけられず

Haruka McMahon: より症状が悪化する という危険もあります

Haruka McMahon: 実際、日本でも

Haruka McMahon: 新生児に必要なビタミンKの錠剤を投与しなければいけないのに

Haruka McMahon: その代りにホメオパシーという代替医療の

Haruka McMahon: レメディとよばれる砂糖だまを与えていたため

Haruka McMahon: 赤ちゃんが亡くなってしまった、という事件が起きています

Haruka McMahon: さらに、こうした効果のないものに国の予算が費やされたり

Haruka McMahon: 自分のお金を使ってしまったり、ということも

Haruka McMahon: 見逃せない損害になると思います

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: こうした安全性の問題を克服するためにどうするか

Haruka McMahon: 本書では、「通常医療と同じくらい厳しい規制・検証を」と主張しています

Haruka McMahon: これにより、効果がないものを排除できると同時に

Haruka McMahon: 本当に効果があれば、通常医療のなかに取り入れていくこともできます

Haruka McMahon: よく、通常医療は代替医療を頭ごなしに否定している、と言われますが

Haruka McMahon: そんなことはなくて、効果があると科学的に証明されさえすれば

Haruka McMahon: 科学はそれをどんどん取り入れていきます

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: さて、じゃあ効果のない代替医療に

Haruka McMahon: 人はなぜ惹かれるのか

Haruka McMahon: 代替医療は大抵の場合、自分たちの医療は通所医療よりも

Haruka McMahon: 「自然で、伝統的で、全体論的」ということを主張しますが

Haruka McMahon: 自然・伝統的だから良いとは限らない、というのは

Haruka McMahon: スライドに書いたとおりです

Haruka McMahon: 全体論的、というのは

Haruka McMahon: 「代替医療では患者個人の症状にあわせてその人だけの治療を……」みたいな主張のことを指していますが

Haruka McMahon: これは通常医療もちゃんとそういうことをやっていますね

Haruka McMahon: 次、お願いします

Haruka McMahon: 代替医療の主張では

Haruka McMahon: 科学的 とされるものを否定して

Haruka McMahon: 自然だから良い、とかいう感じで

Haruka McMahon: 科学を批判するものが多いですが

Haruka McMahon: 一方では、科学的にこういう理論に基づいている、とか

Haruka McMahon: 科学的に証明された、とかこういう機械を使います、とか

Haruka McMahon: 科学を利用している側面もあります

Haruka McMahon: ところが本当に科学的に立証されたか、というと

Haruka McMahon: 最初に述べたような厳密な臨床試験ではないことが多いし

Haruka McMahon: 理論もまやかしのようなものが多い

Haruka McMahon: 一方で科学を批判し、一方で利用する、という首尾一貫してない態度だけでも

Haruka McMahon: 批判に値すると思います

Haruka McMahon: 次お願いします

Yan Lauria: （うんうん）

Haruka McMahon: で、人が代替医療を信じてしまう要因として

Haruka McMahon: 社会からの影響となるものをまとめてみました

Haruka McMahon: これは本書の322ページからの

Haruka McMahon: 「効果が証明されていない、または反証された医療を広めた責任者トップテン」という節を

Haruka McMahon: 私なりに４つにわけてまとめなおしたものです

Haruka McMahon: 代替医療に効果があると、セレブや偉いお医者さんが言う

Haruka McMahon: 代替医療に効果がないことが知られていない

Haruka McMahon: 代替医療の効能や通常医療の危険性を過度に煽り、不安にさせる

Haruka McMahon: 代替医療に対する規制が確立されていない

Haruka McMahon: こういったことが社会要因として考えられると思います

Haruka McMahon: 次お願いします

Haruka McMahon: 以上を踏まえまして、次回、この本の内容について

Haruka McMahon: ディスカッションしていきたいと思っています

joshposh99 Biscuit: hi

Haruka McMahon: 一応ここに、私が考えた議題を載せましたが

panda Kidd: なるほどー

Haruka McMahon: 他にも話したいことがあればどんどんご意見ください

joshposh99 Biscuit: antone speack english

marube Oh: はい。

Haruka McMahon: 以上で、前編ということでの本日の読書会を終わります

marube Oh: ありがとうございました。

joshposh99 Biscuit: anyone speack english

panda Kidd: ありがとうございましたー

Almond Andel: ありがとうございました

Rouki Furse: ありがとうございましたー

appleorange Back: ありがとうございました＾＾

Memo Parnall: ありがとうございましたー

marube Oh: １１時になりましたので、

marube Oh: 一度ここでしめさせてもらいます。

marube Oh: このあとお時間があるかたはすこしディスカッションの時間を設けますので、

marube Oh: ここに残ってくださいね！

Naoyuki Mertel: ありがとうございました＾＾

Shinkoro Miles: ありがとうございました

paris Zane: ありがとうございました

Yan Lauria: Hi Josh, Here is Japanese language seninor

panda Kidd: はい

marube Oh: では、来週のキラカフェの案内から。

marube Oh: 来週は第１週ですので、哲学セミナーになります。

joshposh99 Biscuit: hi

marube Oh: （Almondさん、よろしいですか？）

Almond Andel: はいｗ

Almond Andel: 前回のつづきで

Almond Andel: 自己について

Almond Andel: 一人称自己、二人称自己、三人称自己

Almond Andel: 舌、かみそうですが

Almond Andel: それぞれについて、

Almond Andel: 掘り下げていく予定です

Almond Andel: 今日は、どうも、ありがとうございました

marube Oh: では、来週のきらカフェも、

Almond Andel: ほんとうに盛りだくさんの本で、

Almond Andel: 次回がたのしみですね

marube Oh: 楽しみにしてくださいね。

marube Oh: では、詳しい質疑応答は次回の医療講座で行う予定ですが、

marube Oh: ディスカッションしたいことがあればこの場でどうぞ。

Memo Parnall: それにしても、ホメとかがなんで薬事法にひっかからないのかわげわがんねです。。

marube Oh: 食品とかで扱ってたりしますよね。

panda Kidd: 話をきいていて、（医療に限らずですが）反知性主義と、非常に似ているなと思いました

Rouki Furse: 健康食品は薬品じゃないって理屈ですかね(^^;

Memo Parnall: フツーの健康食品とかだと、もっと表現ばしばし規制されてるですよねー

marube Oh: ２重盲検法（double blind)という方法は

marube Oh: 医療の中では当たり前なのですが、

marube Oh: あまり知らない方がおおいですね。。

Memo Parnall: え。そうなんだー

panda Kidd: いや、知らない人が多いでしょうし、知っても「面倒」なんですよね、それを学ぶのが。

Amari Blackburn: 私、まだ最後まで読んでいないんですが、経済や経営の観点からはとらえられていましたか?

marube Oh: はい、捉えられていました。

marube Oh: 医療費の観点から。

Yan Lauria: (ひとつ、いいですか？）

Almond Andel: Harukaさん、ちょっと落ちられてしまったみたいですが、あと5分したら、戻られるそうです

panda Kidd: 反知性主義もそうですが、例えば医療を真っ当に知るには、大変な労力と努力・勉強が必要で・・・それをしないで、知識人や医師より「私の方がすごい」といいたければ、「医療では証明できない、私が知ること」をつくりあげるのが、一番てっとりばやくて楽。

Naoyuki Mertel: メディアは、広告主の方にやさしいのも、ありそうな気がしました

marube Oh: Yanさん、Harukaさんを待たれますか？

Yan Lauria: どうしよう＾＾；

Memo Parnall: あーあーあー、アインシュタインよりオレSugeeeeee!的なトンデモ本的な？＞ぱんだちゃん

panda Kidd: 科学を学ぶ努力は嫌だけれど、科学者よりすごくなりたければ「超能力です、科学では証明できないことです」っていえば、楽ですしね・・・。

marube Oh: 次回の医療講座で

panda Kidd: そうそう。

marube Oh: １１月３０日にディスカッションは予定していますが。

Memo Parnall: あゆ人って、人生楽しそうですよね。。。。たぶん

marube Oh: 実は、漢方薬は

Yan Lauria: 実は私の個人サイトにカイロのページがありまして

Yan Lauria: http://chikyu-to-umi.com/seikatsu/youtsu.htm

panda Kidd: まぁ、過程をすっとばして「（努力した人と同等の）羨望」だけ欲しい・・・っていうのは、まぁ気持ち的には分かるけれどねｗ

marube Oh: かいろのページ。。

panda Kidd: もしくは、「高学歴なんて、頭かたいだけで現場では全く通用しない馬鹿」とか「金持ちはみんな悪いことしている」とか、そういうのも、楽しく生きるための反知性ですｗ

Almond Andel: 科学として、現在確立している、遺伝子とか、免疫などのコンセプトも、でも、最初は、怪しげな迷信と思われてた時期もあるんですよ

Memo Parnall: むふw

Almond Andel: あれは遺伝だー

Almond Andel: とかたづける

marube Oh: 漢方薬は、最近、きちんとした二重盲検が行われています。

Almond Andel: そんな迷信ね

marube Oh: で、アメリカでも認可されるように準備をしています。

Naoyuki Mertel: アメリカでは認可されてなかったんですか？＞漢方薬

marube Oh: 医薬品としてはまだですね。

Memo Parnall: （やんさんのサイトよみよみ…

marube Oh: ハーブ療法の一種と思われています。

Naoyuki Mertel: なるほどー

Rouki Furse: 漢方って、どれかきっと効くだろう的なものでしたっけw

Memo Parnall: ひきはじめの風邪には葛根湯！

marube Oh: はい。しかし、いまはその成分をキチンと分析しています。

Naoyuki Mertel: 個人的には、葛根湯を、風邪と肩こりで、使うくらいです＾＾；

marube Oh: もどってこられましたね。

Rouki Furse: うん、確かに効くんだよねー。医薬品として売られてるのは

Memo Parnall: ハルカ先生ふっかつー

marube Oh: はるか先生！質問がでていました。

Naoyuki Mertel: （気分で、普通の風邪薬と使い分けでー）

Almond Andel: おかえりなさい

Haruka McMahon: もどりましたー

panda Kidd: おかえりなさーい

Haruka McMahon: 大事な時にすんませんorz

Naoyuki Mertel: おかえりなさい～

marube Oh: Yanさん、もう一度いいですか？

Yan Lauria: あっと、さて＾＾；；

Yan Lauria: いや私の個人サイトにカイロのページがあって

Yan Lauria: http://chikyu-to-umi.com/seikatsu/youtsu.htm

Haruka McMahon: おお

Yan Lauria: ま、整形外科に無力を感じて

Yan Lauria: 腕がいい施術師は腕の悪い医者よりいい場合もある

Haruka McMahon: なるほどー

Rouki Furse: ふむふむ

Yan Lauria: ま、自分の家族を守るために、何が有効かを見抜く力は必要だなと

Haruka McMahon: そうですねー

Haruka McMahon: 今回、各論としてすっ飛ばした部分

Rouki Furse: でも針とか整体とかって、なぜそういうことをするとよくなるかーなんてのは施術している本人もわからないっていいますよね。あれってなんかすごいな・・・とw

Haruka McMahon: 4章でしたっけ、カイロについても書かれてるんですが

Yan Lauria: 代替医療には免許制度がないから、そこが転勤族には悩み

marube Oh: 本にありますよね。

Yan Lauria: それにはどんな風に書かれているんですか？

Yan Lauria: （すみません読んでなくて）

Haruka McMahon: カイロでも、腰痛とか筋骨格系についてはある程度

appleorange Back: カイロよりオステオパシーは比較的安全だって本に書いてましたね。

Haruka McMahon: 効果が認められてると書かれてます

Memo Parnall: でも、首をいじらせちゃだめ！てありましたよね

Rouki Furse: ふむふむ

marube Oh: 首はだめ。

panda Kidd: ありましたね

Yan Lauria: ポキポキいわせる施術師はダメですよ＾＾；

Amari Blackburn: 本には書かれていないと思いますが、例えば、臨床だとたくさんの実験や被検体が必要ですからたくさんお金がかかって、当然それがコストに反映されますが、

Amari Blackburn: その辺の"なおるよ"っていわれている草むしると只という。その辺のギャップは一般人には魅力的ですねw

Memo Parnall: え、代替医療って、お金かかるじゃないですか

Naoyuki Mertel: カイロは、筋肉骨格だけでなて、すべての病気を治せる、というのが最初の考え方にあることに、驚きました＠＠

Amari Blackburn: 実は生理痛よけにセントジョーンズ・ワートそだててます。

Yan Lauria: そう。保険が利かないから高い

Haruka McMahon: そうですね

Haruka McMahon: カイロでも、もともとも発想は

Haruka McMahon: 背骨のずれをなおせば

Memo Parnall: ホメのバカ高さにびっくりしたです。。。

Haruka McMahon: 夜泣きが治まるとか

Haruka McMahon: よく聞こえなくなった耳が聞こえるようになるとか

Amari Blackburn: 代替医療には漢方もはいるみたいですよ。ピンキリなんですが、高いのは気分的にいやですね。w

Haruka McMahon: カイロで何でも治るよ！っていう主張なんですね

Rouki Furse: なんてとんでも科学なw

Memo Parnall: 漢方は保険きく場合もあるですよね

Haruka McMahon: それはさすがにアウトだろうとｗ

Naoyuki Mertel: ストレートと、ミックスでしたっけ。

Haruka McMahon: ですです

Yan Lauria: 「何でも直る」はウソだね

marube Oh: 日本では保険ききますが、（漢方）

Memo Parnall: カイロ内流派がいろいろあるっぽかった

Almond Andel: どくだみが便秘に利くとか、レンコンがのどにいいとか、漢方でなくても、民間療法ってありますよね

marube Oh: 他国では代替医療と同じ扱いだと思います。

Haruka McMahon: なんでも治るよ派がストレート。筋骨格系なら治るよ派がミキサー

Rouki Furse: おばあちゃんの知恵袋になってしまふw

Amari Blackburn: www

Almond Andel: ｗ

Haruka McMahon: 漢方の保険効く、とかは

Haruka McMahon: 最初に言ったような厳正な臨床試験をパスして

Memo Parnall: 高血圧にタマネギの皮。。。。

Haruka McMahon: 効果や安全性が確かめられたから

Almond Andel: ほー

Haruka McMahon: 保険に組み込まれたんだと思います

Haruka McMahon: だから、効くと言われてるものも

marube Oh: 医薬品と同じ扱いですので、

panda Kidd: その辺の「いろいろ言われるが効果は・・・」で一番思い当たるのは、ダイエットかな・・・ｗｗ

marube Oh: 副作用がでたら、すぐに勧告もでますし。。

Haruka McMahon: ちゃんとそういう試験を受けて

marube Oh: 他の代替療法ではなかなかそうはいかないです。

Haruka McMahon: 効くって確かめられれば保険適用されて

Memo Parnall: あるあるある＜ダイエット

Haruka McMahon: 安く使えると思うんですが

Yan Lauria: 昔、科学技術庁にいたとき、２つ隣の課で、漢方薬と鍼の評価研究をしてたよ

Haruka McMahon: おお

Memo Parnall: おお

marube Oh: ほうほう。

Naoyuki Mertel: おおー

Rouki Furse: ほー

marube Oh: どうでした？

Amari Blackburn: 結局保険適用、という名のもとに、経済的単価がついちゃうんですよねw

Memo Parnall: 鍼はこの本ではダメだったんですよねー

Almond Andel: 鍼でダイエットができるか

Yan Lauria: で、たぶん、一部かな、保険が利くようになったよね

Naoyuki Mertel: なんにでも効く～ではなさそうでしたね

marube Oh: 整形外科の先生がギブアップしたら

Memo Parnall: そーなんだー…

Almond Andel: 麻酔のかわりができたら、いいだろうなと思いますが

marube Oh: 保険がきいたような。。（紹介状かなにか）

Haruka McMahon: へー

Almond Andel: 歯医者に行くのがこわくなくなるかな、と

Naoyuki Mertel: 柔道整復師は、保険使えますね

Yan Lauria: 「チャングム」じゃ、脈と鍼でなんでもやってたね

Haruka McMahon: ああ、そういえば虫歯の代替医療ってないよなあ、と思ったんでした

Yan Lauria: おー

Rouki Furse: せいろがんは?w

panda Kidd: せ・・・正露丸をつめる・・・あっでたｗ

marube Oh: せいろがんｗ

Almond Andel: アロエとか。。

Amari Blackburn: 同じことを言おうと思ってましたw

Yan Lauria: あはは

panda Kidd: 同じこと考えていたｗ

Memo Parnall: あ、そういえば、正露丸て面白くて

Haruka McMahon: 正露丸……効くの？

marube Oh: あれ消毒剤ですよね。

Memo Parnall: おなかを消毒すればいいんじゃね？てことでクレオソート使ってて

panda Kidd: さぁ、でも正露丸って（プラセボだろうけれど）匂いをかいだだけで、なんでも治る気がする

Almond Andel: 効かないけど、個人差あるのかも

Rouki Furse: あれって効かないよーw　なんかすぐ溶けてなくなるw

Haruka McMahon: ｗｗ

Almond Andel: どうかん

Memo Parnall: あとになって、クレオソートがなんかぽんぽをどーにかする作用がめっかったとかなんとか

Haruka McMahon: へー

Naoyuki Mertel: ｗｗ

Memo Parnall: 作った人のリクツはムリだったけど、結果的にはあってたみたいな…って、まるべさんこれって正しい！？

Amari Blackburn: 飲み過ぎて、腸が溶けたという

marube Oh: たしかそう聞きましたが、

Amari Blackburn: そんなはなしをききましたが

marube Oh: ほんとのところは私もしりません＾＾；

marube Oh: ただ、今でも正露丸飲んでる患者さんおおいですね～

Rouki Furse: ふむふむ

Naoyuki Mertel: 子供のころ、親に試されたな・・せいろがん　においにやられたｗ

Amari Blackburn: www

marube Oh: あと、オロナイン軟膏とかも何でも効くって信じてる人多い。

Almond Andel: 効く人もいるけど、効かない人もいる、って、科学的とは言えないんだろうなあ

panda Kidd: タイガーバームも、万能薬By祖母。

Naoyuki Mertel: あ、でも、薬局で、これどうですか？ってすすめられそう。

Memo Parnall: や、それはありなんじゃ

Almond Andel: わたし、オロナインファンですけど。。。

Haruka McMahon: 肩こりにメンソールは一応原理ありますよね

Almond Andel: （なんでも効くとはおもいませんが）

Memo Parnall: 全員に必ず効果が出ないけど、群で比較したら効いてるぽいていうのもあるはず

Rouki Furse: それ考えると赤チンキもねぇw

marube Oh: おろないんも、赤チンも消毒剤です。

marube Oh: （基本は）

Memo Parnall: おろないん、消毒だったのか！

Haruka McMahon: 通常医療はメカニズムが分からないものは受け入れないって思ってる人も多いけど

Memo Parnall: なんとなく皮膚の保護とかかと思ってタ。。。

Haruka McMahon: 実際は、効果があると検証されれば、理屈は分からなくても取り入れるんですよね

Haruka McMahon: 最初にお話しした壊血病のレモンだって、

Amari Blackburn: 赤チンは…こないだ、羊の毛刈りの時に見たようなw

Rouki Furse: 今はちょっとした傷は消毒しないほーがいいっていいますね。洗うだけで、湿度保つよーなばんそーこ張ってはいおわり

Haruka McMahon: ビタミンＣがどうこう、見たいなことがわかったのは

marube Oh: はい。消毒は必要ないっていわれています。

Haruka McMahon: ずっと後になってからです

Naoyuki Mertel: 向精神薬も、利くメカニズムがしっかりわかってなくても、医療に取り入れられてますね

Almond Andel: それが、検証ってことなんでしょうね

Rouki Furse: ふむ

Haruka McMahon: そうですね。この本は、メカニズムはおいといて

panda Kidd: なんだか、グループ勧誘されています？

Almond Andel: 効くということを積み重ねて、事実になる

Memo Parnall: なんだかされてる

Haruka McMahon: 効くかどうか検証してみようじゃないの、っていうことを

Rouki Furse: なんか勧誘されてるなにこれw

appleorange Back: （はい。グループ来ました。＞さっきいた人ですねｆ＾＾；）

panda Kidd: さっきまで居た方か、今はいないですね

Haruka McMahon: さっき来てた人？

Amari Blackburn: あっはいっちゃったww

Naoyuki Mertel: あくまで、効く過程は、仮説ではこうじゃないか？ぐらいも、あったり。

Rouki Furse: グループいっぱいで無理w

panda Kidd: （キラと関係ないグループなので、各自のご判断でー）

Haruka McMahon: うむｗ

Naoyuki Mertel: （表示が文字化けしてるのっで、リログします～発言化けてなければいいけれど。。。）

Amari Blackburn: そういや、これは最近の実話なんですが友達が車で数時間の山奥で仕事中に蜂に刺されて。

Memo Parnall: だいじょぶだすよー

Haruka McMahon: うわあ

Yan Lauria: 代替医療に限らず、地球温暖化のことでも、自分の専門外のことで信じるか信じないか決めないといけないことがよくある。

Amari Blackburn: ところが駆け込んだ先の農家のお嬢さんがホメオパシーの信者さんで、早速ね、しきりのついた大きな四角い箱出してきて

Amari Blackburn: 中にはいろいろなこんぺいとうがいっぱい。

Naoyuki Mertel: ただいまです～

Haruka McMahon: （おかえりなさーい

marube Oh: （おかえりなさい）

Yan Lauria: どうやって正しいかどうか判断するかと言うと

Rouki Furse: おかえりー

marube Oh: その方大丈夫でした？

Amari Blackburn: おかえりなさいー

Haruka McMahon: (ノ∀`)タハー

Amari Blackburn: 一方、リンパの上をさされているもんだからおたふくのごとくふくれあがりいたみはげしく、

Amari Blackburn: もよりの医療機関は車で3時間wさあどうするw

Memo Parnall: ハチにホメってなんというフラグ。。。

Rouki Furse: 車w

marube Oh: 究極の選択だ。

Almond Andel: で？

Amari Blackburn: しかたなく信者さんの言われるままレメディ調合した飴を数粒

marube Oh: ｗ

Amari Blackburn: 20分もするといちおうはれもひいたんですが

Yan Lauria: うわー

Yan Lauria: ええーー！

Rouki Furse: 溺れる者はファラオも掴むというやつw

appleorange Back: ｗ

Amari Blackburn: それはレメディなのか、只の代謝なのかは不明

marube Oh: なにもしなくてもひいたかもしれないですよねｗ

panda Kidd: まぁそれは、自浄能力でしょうなぁｗ

Yan Lauria: 刺されたのが一回目だからだ

Naoyuki Mertel: 温暖化は、経済的に、対策したほうが効果が高いって言う、スターン報告によってましたね。

Amari Blackburn: 次の日病院にしっかり行ったみたいですw

Yan Lauria: ２回目ならアウト

Rouki Furse: w

marube Oh: うん。二回目なら、やばかったかも。。

Almond Andel: へー。一回目は糖がきくんですか

Yan Lauria: ほっといても直る

marube Oh: ショックが起こりにくいんです。一回目は。

Almond Andel: なんだ

Haruka McMahon: うんうん

Rouki Furse: そーいや、会社の隅に寒くて動きとまってるスズメバチの集団が・・・・

appleorange Back: へぇー（二回目の話）

panda Kidd: いや、単にアナキラフィーショックが起こるのは、２度目以降に刺された時の方が多いから。

Rouki Furse: ならないこともあったりなかったり?

Memo Parnall: あ、そうだ、まるべさんにお伺いしたいことがあったんですよ

marube Oh: なんですか？どきどき。

marube Oh: すご～～くえらいでｓ。

Memo Parnall: えげれるの医学雑誌のランセットて、どんくらいえらいんです？

marube Oh: インパクトファクター

marube Oh: すごく高かったと思います。

marube Oh: Nature, Science, Lancet

marube Oh: このあたりだとひれ伏します。

Memo Parnall: おお

marube Oh: 一生威張れます。

marube Oh: 論文が載ったら。

marube Oh: ｗ

Memo Parnall: こゆ話で、たまにランセットに論文のったからエラいみたいな話がでてきて

Memo Parnall: どんくらいエラいのかと

Haruka McMahon: ｗｗ

Memo Parnall: ねいちゃー級なのですにゃー

marube Oh: はいはい。

marube Oh: とにかくすごいです。

Naoyuki Mertel: すごいんですね＠＠

Almond Andel: ほーほー

Yan Lauria: やっぱり参照論文がちゃんと載ってるかが真偽の判断材料になるね

Memo Parnall: うんうん

marube Oh: ですね。

Yan Lauria: それに反論にまじめに答えてるかというのと

marube Oh: 参考文献が自分の論文ばっかりの人とか信用できないｗ（有名雑誌ではないけど）

Yan Lauria: それができてなければ信じない

Haruka McMahon: なるほど

panda Kidd: （ドクター中松の・・・いや、なんでも）。

marube Oh: ｗ

Amari Blackburn: ふむふむ

marube Oh: あ、もちろん、本当の第一人者だと、

marube Oh: 自分関係の論文が多くなるんですが、

Yan Lauria: 中にはいっぱい参照論文が掲げられていてウソなのがたまにある。

Haruka McMahon: 温暖化議論はkikulogのとか読んでるんですけどところどころ難しくて＾＾；

marube Oh: 無名の人が、自分のばっかりだとへん。

marube Oh: 参考文献の孫引きを真似したりして。

appleorange Back: kikulog。ログを開くとどれも長いですね＾＾

Haruka McMahon: 参照論文の質で本体論文の質を推し量るってのもメタアナリシスですねｗ

Memo Parnall: あるあるあるあるw

marube Oh: ですね。

Yan Lauria: おっと、そろそろ失礼します。

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Almond Andel: わたしもそろそろ

appleorange Back: お疲れ様でしたー＾＾ｗ

Rouki Furse: おつかれさまです

Almond Andel: スライド、消しますね

Yan Lauria: どうもありがとうございました、ハルカさん

Memo Parnall: は。私もそろそろ失礼せにゃー

Yan Lauria: おやすみ＾＾

Haruka McMahon: ありがとうございました

Amari Blackburn: おつかれさまでしたー

panda Kidd: お疲れ様でした

Memo Parnall: ハルカ先生＆まるべさんありがとうございましたー

Rouki Furse: うちもそろそろかな(^^;

Haruka McMahon: こちらこそ、見に来てくださって……

Rouki Furse: ありがとうございましたー

Naoyuki Mertel: おつかれさまでした～

Amari Blackburn: ああ、もうよなかなんですね

Haruka McMahon: 遅かったｗ

Memo Parnall: し〜ゆ〜〜
marube Oh: おつかれさま～

panda Kidd: Amariさんは、海外？

Haruka McMahon: 本日はどうもありがとうございました

panda Kidd: ありがとうございましたー

appleorange Back: わかりやすい、まとめありがとうございました＾＾

marube Oh: では、また来週。

Haruka McMahon: おつかれさまー。

Amari Blackburn: ありがとうございました

marube Oh: それではおやすみなさい。

Haruka McMahon: 当直がんばてください

appleorange Back: おやすみなさいー＾＾ｗ

marube Oh: ありがとうございます。回診に行って来ます！

Almond Andel: おやすみなさい

appleorange Back: いてらさいませー＾＾ｗ

Haruka McMahon: おやすみなさーい

Amari Blackburn: おやすみなさいー
